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研究成果の概要（和文）：アフリカにおける望ましい農村資源管理のあり方を考えるために、その政策と国家や
伝統的権威などの政治権力との関係を検討した。農村部で最も重要な資源の一つである土地に研究対象を絞り、
アフリカ数カ国を取り上げて、土地改革の政策的実践とその帰結を比較した。結果として、現状変更的な土地改
革が強権的な一党優位体制の下で進められる一方、民主的な体制下では土地改革が進まない傾向が観察された。
この理由は、土地に権限を持つ伝統的権威が民主的な体制下では強い政治力を有しており、改革に抵抗するとこ
ろに求められる。政治体制と政策執行能力の関係に見られるジレンマをどう考え、どう対応するのかが課題とな
る。

研究成果の概要（英文）：Searching for sustainable resource management in rural Africa, this research
 project has examined the role of political power such as the state and traditional authorities in 
the process. Focusing on the management of land, comparative studies among African countries were 
carried out regarding practices of land reform as well as their consequences. One of the main 
observations is that effective land reforms have been put into practice under authoritative 
political regimes led by a dominant political party, while the reforms have been blocked under 
democratic political regimes due to the resistance of traditional authorities. Because of their 
strong capabilities for mobilizing people for voting, traditional leaders are likely to have 
significant influence over politicians in a democratic regime, thus easily blocking the reform. This
 dilemma over the political regime and the capacity of policy implementation needs to be seriously 
considered in future research. 

研究分野：地域研究

キーワード： ガバナンス　伝統的権威　アフリカ　政治体制　土地　政策　国家　政党
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研究成果の学術的意義や社会的意義
土地制度改革はアフリカの経済発展に不可欠と考えられ、近年多くの国々がこれに取り組んでいる。本研究で
は、現地フィールドワークを通じて、土地改革の現状、その政治権力やガバナンスとの関係、そしてその政策的
課題を明らかにした。土地改革が単に技術的問題ではなく政治権力と密接に関連していること、そこにアフリカ
の国家をめぐるジレンマがあること、それを踏まえた政策対応が必要なことが、本研究から示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
 アフリカにおいて、農村社会の急速な変容が進んでいた。具体的には、人口が急速に増加し、
土地や水などの資源をめぐる競争が激化する傾向が多くの地域で見られた。こうした変化を背
景として、また例えばイスラーム急進主義勢力の流入といった外部要因にも刺激されて、農村部
における社会秩序の流動化が進み、多くの紛争が報告されるようになった。こうした変化は、現
在もなお続いている。農村部の社会秩序構築にとって、資源管理は中心的な課題である。この分
野については、人類学を中心に厚みのある蓄積がある。しかし、それを国家や伝統的権威といっ
た政治権力との関係で分析し、政策に活かそうとする試みはほとんどなかった。本研究プロジェ
クトは、アフリカを対象として、上記の視点から農村資源管理を再考するという着想に基づいて
開始された。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、アフリカの持続可能な開発に資する資源管理政策を、開発の政治的側面に注
目して探求することである。資源管理政策を論じるにあたり、従来の研究では十分考慮されてこ
なかった政治権力と「資源化」に関わる問題に注目する。資源管理には国家、伝統的権威、ドナ
ー、多国籍企業など、様々な権力主体が関与するが、本研究ではその関係を資源化過程と政策分
析という通時、共時の 2つの軸で分析する。研究対象として、土地を中心としつつも農産物、野
生動物や文化も含め、それらが資源化の過程で政治権力とどのような関係を切り結んできたの
か、またそれら資源の管理政策にいかなる政治権力構造が反映されているのかを解明する。資源
化の歴史分析と資源管理の政策分析を組み合わせて当該資源の管理をめぐる政治権力構造と課
題を明らかにし、実効的な政策提言を目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究プロジェクトは地域研究者をメンバーとし、いくつかのアフリカ国家を事例として、国
家と地方（農村部）の関係、その変容を分析することに主眼を置いた。農村資源管理を政治権力
との関係で分析するためには、国家との関係を視野に入れる必要がある。それには、当該国の文
脈をよく知った上で、フィールドワークを通じて特定農村部に深い知見を持つ地域研究者が必
要で、そうした研究者にプロジェクトメンバーとして参加してもらった。また、アフリカ現地の
研究者との交流、協力を重視し、2018 年にはプレトリア大学、2020 年にはプロテスタント人文
社会科学大学（ルワンダ）において、南アフリカ、カメルーン、モザンビーク、コンゴ民主共和
国、ガーナ、エチオピア、ルワンダなどから研究者を招き、共同セミナーを開催した。そこでは、
農村資源管理と政治権力をめぐる状況について、各国ごとの違いや共通点が明らかになった。共
同セミナーでの議論を通じて研究成果を構想したが、農村資源の中でも土地をめぐる問題が重
要であり、かつそれを対象とした研究者が多いことから、この問題に焦点を絞ることに決めた。
また、コロナ禍のために研究資金を 1年繰り越し、この時間を利用して最終成果をまとめた。 
 
４．研究成果 
 研究成果として、英文出版物 African Land Reform Under Economic Liberalisation: States, 
Chiefs, and Rural Communities.(Takeuchi ed., Springer, 2021)をオープンアクセスで刊行
した。ここでは、ガーナ、ザンビア、南アフリカ、ナミビア、ジンバブウェ、モザンビーク、ル
ワンダ、エチオピア、ケニアを事例として、近年の土地制度改革とその結果を比較検討した。土
地政策のパフォーマンスは国によって大きく異なるが、そこに影響を与える政治権力として 2つ
のアクターが特に重要である。一つは伝統的権威、もう一つは政党である。 
 伝統的権威（チーフ）の影響は予想されたものだが、その影響力は予想以上に国によって異な
ることがわかった。ガーナのように、チーフが豊かで政治的有力者と結びつき、国家と切り離せ
ないケースがある一方で、南アフリカのように、近年の政治過程の中で、チーフが自身の政治力
強化を狙って国家への働きかけを強めているケースもある。南アにおいて、国家レベルの政治権
力に対するチーフの影響力は限定的だが、ガーナではより中核に入り込んでいる。チーフの政治
的影響力が強ければ、抜本的な土地改革を進めることは困難である。土地改革では政府が土地所
有権を一元的に管理しようとするが、既に土地に対する権利を有しているチーフはそうした改
革を歓迎しないからである。 
 チーフの影響力はいかなる場合に弱まるだろうか。研究対象国の中で、ルワンダにはチーフが
存在しない。これは、独立前後の政治騒乱によって、チーフ層が追放された歴史があるからであ
る。ルワンダはアフリカで最もラジカルな土地制度改革を実施し、2010 年代半ばには全土で土
地権利証書を配布した。こうした政策の推進力となってきたのは、この国で強固な支配体制を構
築した政権与党（ルワンダ愛国戦線：RPF）である。RPF は 1990 年代の内戦に勝利した元ゲリラ
組織で、内戦後のルワンダで政治権力を独占してきた。強権的な支配体制に基づいて、ラジカル
な土地制度改革を実施したわけである。ジンバブウェやモザンビークにおいても、軍を基盤とす
る支配政党（ZANU-PF、Frelimo）が農村部に支配体制を確立している。ここでは、チーフの権力



は政党に比べて弱体化している。 
ガーナ、南アフリカ、ザンビアといった競争的な民主主義が維持されている国々でチーフの政
治的影響力が強く、ルワンダ、モザンビーク、ジンバブウェなど強権的な一党優位体制の下でチ
ーフの政治的影響力が抑制されているのは偶然ではない。チーフはローカルな民衆の間に政治
的正当性を確保していることが多く、その意味で投票時の動員能力が強い。したがって、民主主
義体制において、チーフに対して政党は抑圧的な態度を取りにくい。結果として、チーフは民主
主義体制下でより強い政治力を持ちうるのである。 
 チーフの影響力が強ければ、国家はより分権的になり、現状を変更するための政策が打ちにく
くなる。その一方で、特定集団への抑圧的な政策もまた取りにくいという意味で、マクロ的には
民主主義的な政治体制が維持されやすい。一方で、軍と結びついた支配力が強い政党が政治権力
を握れば、その統治能力を用いてチーフを抑圧し、土地改革のような現状変更型の政策を打つこ
とが可能になる。このように、比較研究の結果は、国家の政策貫徹能力が政治権力の分布に大き
く依存していることを示している。 
 ここには、なお答えられていない問題が少なくとも 2つある。一つは、マクロな政治体制と政
策執行能力のジレンマをどう考えるか、という点である。本研究の結論が、軍を基盤にした一党
優位体制で現状変更型政策の執行能力が高いというものだとしたら、それは強権体制を擁護す
るものなのだろうか。土地改革は民主主義体制下では遂行し得ないものなのだろうか。土地問題
のように多くの人々の生活を左右する問題について、どのように人々のコンセンサスを得て進
めるのかは、なお答えられていない。 
 二つ目は、貫徹された政策は望ましいものなのか、という点である。チーフの影響力を排除し
うるという点で、強権的な一党優位体制下で現状変更型政策を遂行しやすいという結論は論理
的妥当性を持つ。しかし、こうして貫徹された政策が住民の生活を改善するために望ましい政策
なのかは、より慎重な検討が必要である。これにはより長期での調査研究が必要になるだろう。 
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